
2024年度 第 7回こどものつどい部会 

2025年 3月 16日(日) 

場所：中央公民館  司会：太田 

 

＊出欠確認 出席 13名（会場 6名・LINE 7名） ／ 欠席 26名 

＊会長挨拶 中川会長 挨拶 ※欠席 

＊部長挨拶 押久保部長 挨拶 

＊配布資料 別紙： 第 17回わんぱくこども祭り会計報告 

   第 17回わんぱくこども祭りスタッフアンケート振り返り 

   第 17回わんぱくこども祭りスタッフアンケート集計結果 

   第 17回わんぱくこども祭り来場者アンケート集計結果 

 

議 事 

１ 第 17回わんぱくこども祭り会計報告    【担当：飯泉】 

（別紙にて説明） 

→質疑応答特になし。 

 

２ 第 17回わんぱくこども祭りの振り返り 

 ①スタッフアンケート集計結果と振り返り（別紙にて説明） 【担当：太田】 

 ②来場者アンケート集計結果（別紙にて説明）   【担当：長】 

 

・午後の早い時間に材料がなくなるため、午前から来たと言う人がいた 

 午後から来ても体験できるように、午前・午後の部で材料を分けて確保するのも一案かもしれない。 

 

・スタンプラリーを失くして取りに戻って、狭い和室が混雑していたため対応を検討しておいた方が

よいかもしれない。 

 例）ネックストラップや手首に輪ゴムで止まる など 

→ネックストラップは首が締まるため NGとしていた。輪ゴムもよいがペラペラの紙だと難しい。 

  まずは問題を「失くす」と「取りに来て混雑する」に分けて議論した方がよい。 

  対応案としては、名前を書いてもらう、忘れ物は受付の横にして忘れ物回収係（定期巡回係） 

などを設置するとよいかもしれない。 

 

・キッチンカーとか呼べないの？ 

 →過去からの話だと、営利目的が NGの可能性高い。（ゆめ基金など） 

 

・混雑については、簡単に入れてサクッと回転するものと、待ちが発生し混雑するもので２つに分け

てバランスよくブースを設計するとよい。 

 →実態はそのようになっているが、今後も意識して設計。来年は体育館も使えるため、和室は基本使

わないようにする。また、体育館にサクッと系と工作の一部を近場に置くとよいかもしれない。 

 

 

 



・ブース内容や体験時間、待ち時間がもう明確になると、ブース選びや待ちの参考になってよい。 

 →体験時間、写真は相談員 HPに載せるとよいかもしれない。 

本当は、夏の ONHのようにわんぱく専用のページを作りたい 

 

・手賀は車で来場するしかないため、駐車場の行列は続く。また、親が同伴するため、人数も増える。 

 

・休憩を取るのは来場者の立場から考えると違和感があるため、余力を持ったブースの運営を事前に

考え、常に運営している状態するのが本来はよいと思う。 

 →各学区の状況にもよるのでケースバイケースだが、余力を持った設計にしなければならないのは

その通り。（以下に続く） 

 

・ブースを運営できる人数など学区の状況を考慮し、厳しければ諦めて他の学区や本部の手伝いに回

るよう、早い段階で決断できるとよい。 

 →元々、その想定でブースを検討いただいたが、どの学区も積極的に出展してくださった。 

学区の意欲は大切にしたいが、今後の設計は再検討。 

 

３ 21期こどものつどい部の振り返り    【担当：長】 

 

・部会は引き続き LINE会議はあるとよいか？対面メインでもよいか？対面でやった方がお互いフォロ

ーもできるのでよい。実行委員の負担が高く見えた点が気になった。 

 →仕事の合間に中抜けして参加しているため、対面参加が難しい状況の人もいるとは思う。 

 

 

４ グループ LINE       【担当：太田】 

①現在の部員グループ「21期こどつど部員 LINE」の変更 

来期は「22期こどつど部員」と名称を変更し、そのまま利用予定です。 

 4月に LINEの入れ替えを実施しますので、ご了承ください。 

 

②こどつど部員 OB・OGグループ LINE参加へのお願い 

相談員を卒業する方で、来期以降はわんぱくこども祭りの運営にご協力いただける方は、 

グループ LINEに招待させてください。都度、グループ LINEで協力を募る予定です。 

 

 

５ 次年度の第一回部会（22期継続の方） 

2025年 4月 13日（日）総会終了後 ＜沼南庁舎＞ 

 

６ 部長挨拶       【押久保部長】 

 

以上 


